
資料３

「令和４年度研修医マッチング結果」及び今後の取組

１ 概要
「医師臨床研修マッチング協議会」が発表した、令和５年度からの

研修に係る「令和４年度研修医マッチング結果」によれば、
県内９病院のマッチ者数合計は「４３名」であり、昨年度から「２名減」。

２ マッチング結果の詳細
（マッチ者数／定員）

中央病院 徳島大学 鳴門病院 徳島赤十字 健生病院 徳島市民 吉野川 阿南 三好病院 計
R4 8/12 8/27 1/5 12/12 3/3 7/ 7 2/4 2/4 0/2 43/76
R3 10/10 12/27 2/5 12/12 2/3 5/ 7 2/4 0/4 0/2 45/74
R2 3/13 14/27 2/5 12/12 2/3 2/ 7 4/4 0/4 0/2 39/77
R1 10/10 14/27 3/5 12/12 2/3 1/ 7 3/4 0/4 0/2 45/74
H30 12/12 23/30 0/5 10/12 1/3 10/10 4/4 0/4 1/2 61/82

【マッチ者像】 （現役＋既卒） 【参考】 （現役のみ）

計
徳大生 他大生 徳大６年生

県内出身 県外出身 県内出身 県外出身 県内出身
R4 43 23 12 6 2 R4 120 32
R3 45 27 9 8 1 R3 121 36
R2 39 22 10 6 1 R2 108 27
R1 45 24 9 9 3 R1 102 40
H30 61 25 24 7 5 H30 122 32

３ 要因分析
（結果が良かった病院）
○医学生と研修医との関係構築を重視
・定期開催（毎年夏）する病院説明会を研修医主体で実施
・医学生の希望に沿った個別の病院見学の実施（研修医の夜間当直の見学等）
・感染対策に配慮の上、年間を通し県内外から見学等を受入れ、
医学生と研修医の対話の機会を確保

（今後の課題）
○県外の医学生へのＰＲ
・コロナ禍以降、県外で開催される病院合同説明会に参加できていない
→年１回開催の９病院合同オンライン説明会では、病院と医学生との
意見交換の時間が短い

４ 今後の取組
医学生と研修医との接触機会の増加が、マッチ者増に繋がると考えられるため、

「徳島県臨床研修連絡協議会」の取組として、以下を行う。

○医学生と研修医との対話の機会の創出
・９病院合同オンライン説明会を年複数開催（現在は年１回）

〇県外の医学生へのＰＲの強化
・東京や大阪等で開催される合同説明会へ参加する病院を支援

○その他（指導体制の強化）
・引き続き、徳島大学病院との連携のもと「指導医養成講習会」を開催し、
指導体制を強化


